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巻頭言

大阪大学大型計算機センター運用室会議座長北川 浩（大阪大学工学部）

大型計算機センターが発足して間もなく 25年になるということです．この間研究・教育の場

におけるコンビュータの役割は大きく変化しました表面に現れたことだけを見ていると，変化と

いうような連続性を意識した見方ではとうていとらえきれない程の変わりようのようにも見えます．

2 5年といえば，ほぼ一人の研究者がアクティプに活動できる期間に相当しますから当然といえば

そうなのでしょうが， しかし一方では，たかがこれくらいの時間経過で人間の営みの本質が変わろ

うはずもなく，それは皮相の見であると言えなくもありません．

この25年間，大計センターは常に高性能・高機能のコンビュータ利用環境を提供するとともに，

利用の仕方について先導的な役割を果たしてきたと思います． しかし今，大計センターは周辺のあ

まりに急激な状況変化に対応しきれずに，運営上かなり難しい事態が次々と生じてきています．初

期の頃からの長い間お付き合いをしている一ユーザとして気がかりでなりません．

大計センターの利用者数は全国的に漸減傾向にあるようです．大計センターのサーピスの維持に

必要な経費を確保するための計算機利用負担金収入の減少傾向はもっと急で，最早とどめようがな

いと思われるほどです．本学のセンターでは，本年度はついにノーマルなサーピスを維持し続ける

ことが困難になるのではと懸念されるまでに至っています原因は二つあるとされています．

その一つは，ここ何年もの間実質的には減ってきている校費からの，振り替えによる利用負担金

収入によって大計センターのサーピスが支えられていることです．私の所属する工学部では，実質

的に使える校費の額は，科研費と委任経理金を合わせた額よりも少なくなってしまっていますも

う一つの問題は，今や， ws(ワークステーション）の時代，比較的廉価で性能の高いwsを手に

入れることができますから，それを回りにずらっと並べて，ネットワ＿クでつないで分散処理を行

うのがベストの計算機利用法であると考えられるようになったこと，もはや大型計算機の時代では

ないというわけです．

加うるに，惰報処理教育の急速な充実も大計センタの運営を困難におとし入れる傾向を加速して

いるように思います．ついこの間までは，研究を進める上で必要なコンビュータ利用技術はオン・

ザ・ジョプ・トレーニング形式で習得したものでしたこれは膨大な大計センターに対する需要を

作り出していたはずです．

こうした状況はいずれも構造的なもので，対症療法的対応では何ともならない問題を含んでいる

ように思われます．では，大計センターはその役割を終えたのでしょうか． リストラクチャリング

がプームの昨今，すぐにそのような声が周りであがりますが，それはあまりに無定見な無責任な議

論のように思われます．

果たして， wsは研究手段としてC/P(コスト／バーフォマンス）のよい装置でしょうか．性

能維持に要する労力や更新に必要なコストを考えるとそれは疑問です．あまりの計算機技術の進歩

の早さから誰も使わなくなってしまったミニコンやpC (バソコン）が研究室の隅に累々と積み上

げられているのを見るたびに， C/Pに関する判断の難しさを痛感し，反省を迫られている思いに

陥ります．

それに研究分野にもよりましょうが，計算機シミュレーションによって自然との関わりを深める

ことを目的とした研究活動を行ってる私たちには， C/Pと共にバーフオマンスの高さが絶対条件

になります．ところがバーフォマンスの高いWSはきわめて値段が高いのが普通です．安いwsは
多分量産効果のおかげでそうなっているので，教育用としてならともかく，それでもって未知の分

野に切り込んでいく研究者にとって真に頼りになる道具となり得ようはずがないとも思えます．研
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究のユニークさは道具（とその使い方）のユニークさでもあります．研究の質はwsの質の影響を

必ず受けてしまいます．

創造的研究活動が行われている場には相応しい研究環境が必要です．最高性能のコンピュータが

いつでも使える環境が整備されていることは最も重要なものの一つでしょう間もなく大阪大学内

には質の高いLANが敷設されます．学内からのみならず学外からも大計センター内のコンピュー

タはぐっと身近なものになるでしょう.uimをOSとするスーバーコンビュータの導入，ネットワー

ク機能とグラフィックス機能が著しく向上した汎用機システムの置き換え等々，最近行われた，そ

して近い将来計画されているシステムの更新では，ネットワーク経由で計算機資源の高機能がフル

に利用できるように配慮されているとのことですこれを機会として，スーバーコンピューティン

グに，高度なコンビュータグラフィックスに，大計センターを中心とした利用者の輪が広がってい

くことを願うばかりです．

良い研究設備があれば質の高い研究ができるといわれる時代ですこれが，お金さえあればよい

研究ができるとか，良い研究ができないのはお金がないからであるという言い訳に短絡してしまっ

ているのは困ったことです．そしてその延長上で，受益者負担という大学の本来の使命の永続性

に思いを至さない，そして研究の何たるかを全く考えない（研究成果の本当の受益者が誰であるの

かを考えて見て下さい）狭量な見方が，大学のそこここでまかり通るようになりました残念なこ

とです．大計センターが今立ち向かっている困難を乗り切るに当たって排除しておきたい風潮です．

大計センターは料金を取って計算機資源を提供するサーピス機関ではありません．ユーザも（潜

在的なユーザも含めて）センターを構成するメンパーとして運営の責任の一端を負うぺきであると

いう主張をしておきたいと思います．ユーザなくして大計センターの存在意義は全くありませんし，

大学の構成員は大計センターに置かれている高度な計算機資源を必要としていますこれまでに計

算機資源を使わせてやっているセンター／使わせてもらっているユーザといったあまりフレンドリ

ィでない雰囲気の関係が確かにあり，センターとの間に生じた不信感が昨今のユーザ離れを引き起

こしているとの分析もなされています．本当であるとすれば全くもって本質と関わりのないこと

で生じたこうした状況は不幸なことです．

大計センター内には運用室会議という発足当時から続いているユニークな組織があります．この

組織は，形の上では一つの内部委員会という位置づけをされていますが，規約を全く持っていませ

ん．ユーザの資格でセンターの運営に責任感を（責任ではありません）持って参画していくことを

役割としています．つまり，ユーザにとって利用しやすいセンター運営が最も良い運営の仕方であ

るはずで，センター運営の難しさを理解しつつ，直接運営の任についておられる方々と苦労を共に

することを承知の上で，ユーザとしての要望を出すことを役割としています．この会議の座長を数

年前から仰せつかっています．

運用室会議では，数力月前までは，整備が大幅に遅れているコンピュータネットワーク関わり問

題主としてモラルの高いネットワーク・コミュニティを作るにはどうすればよいのかについて検

討してきました．それに対する見通しがついた今，今度はユーザと大計センターの乖離という大変

な問題が持ち上がりました．一時的で表層的な現象のなせるところと私は見ています．

大計センターを活性化するということは，大計センターをユーザのものとすることです．では具

体的にはどうすればよいのでしょうか．運用室会議にあなたも参加していただけませんか．
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